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牧野 詠 一
「へるん倶楽部第9 号」で私は、ヘルン文庫2435冊は小泉八雲 が何を考えどのように作品に生かしたかを
知ることのできる貴重な宝の山である。 その中でも ハーン が科学をどのように捉えていたのか、 ハーンの科
学思想がどのように待られたの治吹ロりたいと考えたと書いた。今回は、 まずヘルン文庫の自然科学全体の蔵
書構成について述べたあと、 前号lこ引き続き、 数学・物理学および天文学に関する蔵書について述べたい 。
特にこの分野は、 ハーンの作品にみられる当時の科学の最先端、 尤のスべクトルやエーテル、宇宙の進北論
等に関係したお主と関係 が涼〈、 興事家い。
1 自然科学書の分類
「富山大学附属図書館所蔵 ヘルン ( 小泉八雲) 文庫目録改訂版Jによれば自然科学書は、 次のような
分類・冊数となっている。すなわち 「書祭 分類J ( 以下 Si と略記する。1927年高田力、平岡伴一教授による)
と 「分類目録:J ( 以下C i と略記する。1999年小谷中男図書館長によるNDC日本十進分類法)があり、それ
ぞれ次のとおりである。
Si. . . 英語図書109冊 (書祭番号1103'"'-'12日 以下同じ)、仏語図書16冊。045'"'-'2060)及び和漢書1冊。，410
「蛍の話J)合計126冊
C i. . .4∞N組.ual Scien 叩'"'-'490Medi伺1 Scien∞ までの令計121冊
ただし、Si のうち4冊 (1108，1109，1195，2058)は500 Technology，En伊聞ng に、1町2045)は側Ind田町an d
Commerce に分類され、13冊は科学書以外のNDC分類に含 まれる。
(13冊は、1112，1155，1160-61，1176，1178，118ふ87，1190，120ヨ， ，2045，2053-54)
以 下の論考では、C i 分類の400番台を取り上げることとするが、 前号で述べたように、 書祭番号1195 (p. 
Lowell r Solar Sy:蜘n(太陽系)Jは明らかに天文書であるので、440A班ooomyに合めることとした。 以上の
ことから、 ヘルン丈阜の科学書は 下記のとおり122冊となる。 (ただし、今後の調査によって、若干変わる可
能性がある。 )
表1 C i、NDC分類による科学関係図書 *仏語図書の ( ) は分類毎のフランス語図書の割合
分 類 冊数割合%) 英語図書 7ランス語図書 和漢書
400 Nat ural  Science(概論) 20 (16% ) 19 (5% ) 
410 M ath ematics(数学) 2 。% ) 2 
420 Ph ys ics (物理) 5 (4% ) 5 
440A s仕onomy. Sp a ce Science( 天文学) 13 (11% ) 6 7 (54% ) 
450 E紅白Science，Geology， ， (地球科 学) 9 (8% ) 7 2 (22% ) 
460 Biology(生物学) 34 (28% ) 34 
470 Botany(植物学) 6 (5%) 5 1 (1宵も)
480 Zo ology(動物学) 23 (1明仙 19 4 (17%) 
490 M ed ical  Science(医科 学) 10 (郡も) 6 4 (4併も)
メロk 計 122 (1000分 1位 19 (16%) 
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上記の分類一 覧で注目したいのは、 蔵書割合は英語図書が1但冊と最も多く、和書は前 回取り上げた「蛍の
話J1冊のみであるので、 残りの 19冊がフランス語図書ということになる。 しか もフランス語図書の内の 7
冊が天文学に関する蔵書であり、 極めて特徴的な構成となっている。 そして、 そのほとんどを ハーンはアメ
リカ時代に購入している。 これは当時の天文学の最先端の研究がフランスにおいて行われていた為である。
また、 フランス語図書は天文学関係の蔵書13冊の内の半数 以上の54% を占めている。
なお、 全自然科学蔵書の半数以上の52% は生物学に関する図書 (4 ω生物学、470 植物学、480 動物学)で
あり、 ハーンの関心が伺 われるが、 これらについては次回に取り上げたい。
2 数学書について(410Ma曲m柑ω) :書込みのある算数問題集!!
数学関係の蔵書は2冊ある。 「百le Gr捌giant Arithmos : a moぽelemen旬1)'出血metic Jと rA ∞加盟 of伺sy
出血neti回1 examples for be，伊ners Jであり、 Si では、 区Miscellan信託雑集)に分類されている。共に数学の専門
書というより、 初心者(子ども)向きの入門書、 ドリルである。 その内容を簡単に紹介する。
(1212 :書架番 号] r'百eGr明S組tAt地 mos: a mo説elem田町r出血netic J
( 偉大な巨人アリスモス:最も初級の算数) byl\伽y他admanA1dis(著者: 以下同じ)
Lo nd on地cmi11an18 創出版社及び発行年: 以下同じ)
(本のサイ ズ:13.7*12 .0*1 .80 αn 本文216p)
この本は、子ども自身 が読んで、 数学の基本的
な概念ωゃ+、 ー の符号の意味、 0+1と1
+0が同じである等から)を楽しく理 解できるよ
うに説明した書物である。 本文には、 右図のよう
なイラストがた〈さん用いられている。
【イラスト〈足し算の渇】
(1214 ) rA ∞田宮 of回syar抵lffieti，四1 examples for be，伊hers J
(入門者のための易しい算数問題集)by J.GB radshaw 
Lo nd onMaα凶llan 1896 (173* 12 .0* 1 .45cm) 
これは、 前書と同様、子ども向けの数学の演習帳である。 数の読み方・書
き方から始 まって、 炉減求除、 文章題など重富な演習問題を挙げている。 後
半には 解答例を載せている。 そして、 驚くべきことに、 この演習問題の最初
のべージには、解答の書き込みがある。はたして詳の手になるものだろうか。
しかし残念ながら、 具体的な炉減禾除問題には1 例を除いて、 書き込みがな
"、。
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掠鍬ρ臥』
院摺11裁内表し:方(右:拡え問3......9)
左は足し算の演習問題、 問沼にある書き込みである。 (答えは正しい)。 こ
れらの問題は、桁数の大きい数字を扱っており、 算数を学び始めた子どもには
決して易しいとは 言えないが、 書き込みのある問いについてはいずれも正しい
解答である。 では、 この書き込みはま韓の手になるものであろうか。 その手掛か
りを、他の書き込みから調ぺてみた。
まず、書架番 号1的6、fM卸nilla n'snew Li凶ry V J  ( 高成玲子先生の書込み調査報告書に掲載)の裏中表
紙にある数字の書込みや、 書集番 号 1105、
fFlowers and their Pedigr田 sJの表紙の次の
中紙にある ハーンのサインに添えられてい
る数字から見て、(特に、数字1 や3、5 な
とヲこの演習帳の数字の書込みは ハーン自
j ;' ;1今CB， f
ヴな汚 J\. i 
句一帯押岬輔輔蜘品__.例
.コdiむ ω
議唱
k 
らのものと考えてよいと忠われる。 【書籍番手1舗の裏中州 【書籍番号111伍の表中州
では、 ハーンはこの 2 冊の数積算数)の本を詳のために購入したものであろうか。 その手掛かりは後者の
発行年である。後者の初版は1889年であるが、購入したものは18%年版であることから、少な(とも1896
年以降である。長男の一雄は1893年生 まれであるから、一雄のために ハーンが買い求めたものとすればさら
に後であろう。 ただ実際に 解いてみると、 易しい問題集と銘打つてはあるが、 一雄には難しすぎたのであろ
うか。 いずれにしても今後の 解明が求められる。
3 物理書について(420 PhysicsJ :最先端の科学ヒ、 色彩や視覚に関心!
ヘルン丈摩中にある物理関係図書は、全部で 下記の5冊であり、3種類に分類される。 まず、物理学の教
科書と 言うべきもので、 次の2冊が挙げられる。
(1103J fA n elemen凶y∞ms e of phy sicsJ (:物理基礎コース) by J .C.P.A ldous 
(L ondon: 陥c mil加11903) (20 .3*14 .7*4 .6知的
(1205J fLectw四 on回 me recent advanωin physical sci四回 J (:物理科学における最近の進歩についての講義j
by P.GTait (L ondon : 陥cmillan1885) (192*13/3*3 .5伽n)
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この内rA n elemen回y ∞町田 of physiωJ は ハーンが亡くなる1年前の
出版であるが、 どのような目的で購入したものであろうか。 内容は、
力学、物性、流体力学、熱波動、 音、先、電磁気学となっており、
基礎的な物理学の全分野を網羅しており、例えば 万有引力を発見した
ニュートンとリンゴの図が描かれている。 (左図)やはり、一雄など子
どもたちに教えるためであろうか。
一 方、18 85 年に出版された rLectures on some rixent adv ances in ph:戸iω1 sci即 eJは、 エネルギー、放射と吸
収、 スべクトル分析、熱力学、物質の構造等、 当時の最先端の物理学を紹介しており、 これがハーンの作品
に色濃〈反映しているものと思われる。
ついで、 物理学でも特に光学や色彩に関する蔵書で、 次の2冊が挙げられる
(111 0 )  r Curi os組出 of light釦d s場制(光と視覚についての好奇心)by Shel品rdBudw ell
(Londo n:  Swan Sαmenshein 1899 ) (19 .5*13 .5*1 .9伽n)
(1129) f'百lelaws ofω抱沼t of∞，10町;a nd血位叩 plicati価加由earts釦dmanufac旬res J
(色JF5のコントラストに関する法則と芸術やエ芸への応用)
翻訳:伽m French by J ohn Span伽 ω ndo n :GR.!αrtledge 1883 ) (18.0*132*2 .9伽n)
この2冊は、 ハーンが光や色彩についての関心を持っていたことを示すものであるが、特に後者は、物理
学の蔵書では唯一 アメリカ時代に購入したものである。
前者の rCuri佃話回 of li偵t and si卵」の内容は5章からなり、順に「尤と耽、「色と知覚」、「視覚障害」、「錯
覚」、「視覚についての好奇心jとなっており、 ハーン自身の目の障害から視覚への関心を強〈想起させる。
一 方、 rThe laws of∞n回st of∞，Iour... Jは、 フランスの化学
者であり、 色彩学者であったミシェル・ウジェーヌ・シュヴル
ールMichel占ugen eChe明叫(178ふ1889 : 1但歳でめの著作の英
訳である。 シュヴルールは仏学者としては、 ステアリン畿やオ
レイン酸なと現在の 高校生利ι学や家庭科で学ぶ 高側旨肪酸の
研究や石鹸の製法の開発者であるが、 一 方では色彩学や染色の 【シュヴルール】
研究でも優れた業績を残し、 その色彩のコントラスト(対向の法則の発見は印象派の画
家たちにも大きな彰響を与えたと言われる。 この図書を ハーンは既にアメリカ時代に購
入したものであるが、 ハーンの色に関する感性にはこの図書の影響があるのではないか
と忠われ、 さらなる調査b吠:要である。 この図書の中には、 図に示すようないくつもの
色鮮やかな図版が掲載されている。
なお、 この図書は色彩学について書かれており、物理学の蔵書に分類するのはふさわ
し〈ないかもしれない。
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最後の一冊は、物理と政治との関わりについて論じたものであるが、今後さらなる分析。〈必要である。
(1174) f Physiω and politics， Of， th oughts on也e叩plication of血e principles of‘natural sel∞tion' and 'inhe白血ぱ釦
po出回1societyJ (物理と政治、もし〈は政治社会への'自然選択'と'遺伝'の原則の通用に関する思考)
by Walter Bagehot (L ondon :K. Pau11891) (19 .1 * 13.5本237 cm)
4 天文学書について(440Astronomy. Space ScienceJ 特徴あるフランス語図書と蔵書構成!
はじめに述べたように、ヘルン文庫には天文学の蔵書が13冊ある。分類的には生 物学関係に比べ多いとは
言えないが、その蔵書中に占めるフランス語図書が半数 以上の54% (13冊中7冊)と、他の分野に比べ突出
している。 また、出版年が1881年 までの蔵書7冊は全てアメリカで購入しており、内6冊はフランス語図書
である。逆に出版年が1886年以降の蔵書6冊は全て日本で購入しており、l冊を除いて全て英語図書である。
フランス語図書が多いのは、 当時の天文学の中心がフランスであったことを反映しているものと忠われる。
例えば、1874年明治7年12 月9 日に金星の太陽面通過という極めて珍い、現象が起き、 明治維新直後の
日本に世界各地から天文学者が観J則にやってきたが、 その中心はフランス隊であった。)
さて、 この天文学の蔵書にはい ま述べた点以外にも、 いくつかの特徴がある。 それは、 アメリカ時代の蔵
書には、平易に天文学そのものを解説したフランス語の図書が多いこと、 その中でもカミーユ・フラマリオ
ンC組曲e Flammarion の著作が4冊も(後に日本で購入したものを含めると5冊に上る。)含 まれていることに
なる。一 方、日本で購入した図書は、学問としての天文学というよりはその周辺的な内容、「宇宙の謎」や「ウ
ラ ニーJといった図書、 また、 ハーンが求目に当たって大きな影響を受けた「極東の魂lの著者であり、 求日
後も交流を続けたパーシパル・ローエル Percival Lowell の著作が含 まれることである。特にローエルについ
ては、 天文学 以外の著作である 「オカルト・ジャパン」 も蔵書として含 まれている。
では、 購入時期の早いフランス語図書から、 その内容を見て行 きたい。
(1)フランス語図書(書架番号2052以外、すべてアメリカ時代に購入)
フランス語図書は7冊である。 まず出版 年の早い2冊について述べる。
ロ046) rAstronomie et Geo伊phieJ(天文学と地理学)2冊の合本、 前半が f NotiOllS d 'astronomieJ (天文学
の基礎知識� byE.C砲加、後半がfCorr血entset仇白血J( 大陸と大j羊) byGωrgeGrove σaris :Germぽ
Baim的， 187η(小型本: 14 .3*9 .5*2 .5Ocm) 
(文庫目録では書祭番 号2046 は前半のみを記載しているので追カロ・訂正する必要がある。)
さて、 この合本の前半の f Notions d‘細onomieJは11章からなり、 次のようになっている。
臥1mouvement diurne et des∞nstellations (日周運動と星座について)、( 以下仏文略)星の位置の正確な決
定、地球、 太陽、 時間の測定、 太陽の施要動、 月、 食、 惑星、 馨呈等である。 これから分かるよう
に、 この図書は天文学の基礎的な内容を網羅したものである。 そして、例えば第9 章 惑星以ぉ
planl批sの内容をさらに詳畑にみると、ネ忠重動・ 太陽からの距離・万有引力・ 水星・金星・木星…海
王星 (因みに、 当時 まだ発見されていなかった冥王星の記述はない)となっており、 さらに詳しく
解説している。
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ロ056J IAs加nomieJ(天文学)としてこれも2冊の合本である。 「ωgine et fin des mondesJ (諸世界の始 ま
りと終わり) by Charles酎char止と ILes Éto iles et I回∞m伽J(星と主主星)byL. P. S田chi 他 σaris :
Germer Ba ilH批1878) (小型本:13 .6*9 .5*2 .32 cm) 
前半の1000gine et fin d邸mondesJ (世界の始 まりと終わり)は、34章(節)からなり、 原子・分子か
ら始 まって、 星雲、 惑星・衛星、 太陽、 馨星、 太陽�と網羅している。
一方後半のlLes白o iles et les∞mè臨J(星と馨星)は、 恒星と太陽、 星雲、 掌呈等、 豊富な図版を
用いて解説してL、る。
以上の 2冊は、 当時の天文学の知識を網羅したものであることから、 青年期 (2 ， 30年代)の ハーンがこ
れらによって天文学の基礎知識を得たものではないかと考えられる。
さて残りの5冊は、 全てカミーユ・フラマリオンCamille Flamrnarion の著作であり、 特に書祭番号2049 か
ら2051 は、 同一出版社から同じシリー ズとして出版されたものである。
ロ048J I郎国nom ie populaire : description génerale du cielJ (通俗天文学:天空についての概論) σ出s :C.
恥匂中onet Flamrnar ion Ép itéo民1 880) (27 .5*19 .5*5 .35 crn) 
ロ049J lLes mondes ima伊凶res et les mond回réels :voyage pittoresque由ns le ciel ， s町lesh a bi加lts d回出回-sJ(想
像の世界と現実の世界:絵のような空中旅行 、 様々な星の住人について) σ出s : Didier ，1880) 
(18 .0* 12 .2*3 .91 cm) 
。050J lLa plural ité des mondes habitésJ (人の住む世界の被数性)σ出s :Didi，ぽ，1880) (18 .0* 12 .2*3 .56cm) 
ロ051 ) lLes Terres du ciel :d即ription as位四lomique ， phys ique ， climatologique， géo伊ph ique
(天空の世界:天文学的、物理的、 気象学的、 地理学的言己主) σaris : Didier ，1881 X18 .0*12 .2*4 .07 cm) 
ロ052J I UranieJ (ウラ ニー:小説J (paris :白nest Flamrnar ion， 1 卯'3) (18 .8* 12 .2*2 .83 cm) 
これのみ日本で購入
力ミーユ・フラマリオン (1842-1925)は、19 世告白え半から20 世紀にかけて活躍し
た天文学者であり、 太陽や火星、 木星や海王星の衛星の研究を行 うとともに、 フラン
ス天文学会を創設して、 多くの天文学者を育てた。 一 方では天文普及に力を入れ、 数
多くの通俳句な天文普及書、 エッセイ・小説等を著したが、 ハーンが購入した上記の
国書はそれらの代表的なものである。
では、 ここに挙げた蔵書についてもう少、し詳しく見ていきたい。
ロ048J IAstronomie popula民J(通俗天文学)
これは天文百科とでも 言うべきもので、大き
く6章からなり}I頂に、地球La Terre， 月LaLune、 太
陽Le Sole il、 惑星の世界LesMond田 Plan的問s、 馨
星Les Com批s、 恒星と宇宙Les Eto iles et L'univers 
s idérealとなっており、それぞれが10程度の節で詳
nJ 
し〈解説している。例えば、 太陽の章では、太陽からの距離の測定、金星の日面通過等、 惑星の世
界の章では、 水星、金星、小惑星から天王星 まで詳説している。 また、これらには、 図などを多用
し大変分かりやすいものとなっている。
ところで馨星の章l.es Com枕s 1こは、
1858 年に出現した ドナチ政m出馨星の
パリ天文台から見た壮大な図が掲載され
ている。1858年はハーン8 歳の年であり、
ダプリンに住んでいた頃であるが、 呆た
してこの大葬星を見たであろうか。 それ
は明らかではないが、 この ドナチ馨星は
世界各 地で観察され、富山県(カロ賀藩時
代)でも安政5年にへン(変)星、 コロリ星 【ドナチ主主星のフランスと本県での記録】
として少なくとも5 か所に記録が残っている。
上図は「畑町nomie popu凶reJに掲載された ドナチ馨星の図と、 本県の南栃市 (福野)に残る「寿
宝記Jの記録である。因みに安政5 年(1858)は、 安政大地震・鳶崩れとコ レラが流行した年である。
このように同じ 馨星の記録が泉西にあることは珍しく、 泉西における拳星の捉え方に差があること
は興味j家い。
。049 ) rl.es mon d白血伊凶reset t回mond田市lsJ(想像の世界と現実の世界引
これには、月や各 惑星の住民の天文寺町例えば 水星郎国iflOmiedeh油尚nts de Mercureなと7を解説し
た後、 最後は諸世界の始 まりと終わりl.e ∞mmencem ent et la fin de mond回 となっている。
ロ05 的 rLaplural抵des mondes h油itésJ (人の住む世界の複数性)
表紙についで まず地球と火星図A甲町tsde la Terre et de民匂rsを示している。 内容は6部 からなり、
歴史研究臥.tde h i蜘ique、 惑星の世界l.es mondes p1an柏町、 生き物の生理学 Phys iologiedes 釦目、
天体l.es c ieux、宇宙の中の人類 L'humanité也ns l'universとなっている。
ロ051 ) rl.es Terres duc ielJ (天体の世界)
表紙についで 月の写真が載っている。 この図書は各天体の詳ぃ、 解説書である。9 部 からなり各
書架番号2049"'2051と、 それぞれの轟にある図や写真トリミングしてある)
qL qo 
部 はさらに 10 章近くに分けて詳 解してある。例えば第 3 部7j{.呈では、7j{.
星の公転、 自転、 山岳、 大気、 水星の日面経過、 生命の条件、 水星の居住
性…となっているが、 他の惑星について同様に 解説している。 この図書
だけではないが、 解説している惑星は当時発見されていた海王星 までであ
って、 まだ発見されていなかった冥王星については当然記述がない。
なお、書架番号2049 の rLes mol1!畑町伊taires et l田mond自白IsJの裏
表紙の裏には、 右のような数字の書込みがあり、 誰 が何のために書いた数
字なのか今後調査する必要がある。
。052J rUrar由J (ウラニーう
出版年がハーンが逝去する前年の19ω年であり、べージの切ってない所
があることからも、 ハーンは読んでPいないものと忠われる。 ただ、 その内容には、 星の女神ミュー
ズLamu田de ciel と題するものなどがある。なお、 この出版は弟のエルンスト・フラマリオンFm剖
FIammarion であるが、伎は、現在も続くフランスの大手出版会社フラマリオン書庖の創設者である。
(訪英語図書 (書架番号1183以外、すべて日本で購入j
天文学に関する英文図書には、 次の6冊が含 まれる。 発行年噸に挙げる。
(1183J rThe sunJ ( 太陽) byC.A. Young(NewYOlK :D.Appl伽1，1881 ) (19.5*13.0*2.4蜘)
(11見J r Astronomy J (天文学)by J. Norman Lockyぽ(凶don:M翻凶uan，1886 XI 5.3*10.l *0.87 cm) 
(1194J rMarsJ (火星) by Percival Lowell但05蜘:Hougl陶n， Mi:ffin， 1896 X22.5*15.5*3.l3 cm) 
(1195J 同，larsy蜘n: sixJ帥鵬sJ ( 太陽系:6 つの講義，)by Percival Lowell但欄n: Houghton， Mi血n， 1卯13)
(19.5* 13.0*1.73cm) 
(1143 J rThe r iddle ofthe univeI宙:託也e clo田ofthenine蜘lthcen旬:ryJ (宇宙の詫: 19 世紀の終わりにあた
って )byEm銭面民:keI;包句rJ.M cCal潟(NewYotk:陶阿&Bro血ers，1902) (192*13的.32 cm)
(1201] f'百1e un iverse ，ぽ百le白血雌ly great and the in血útely刷eJ (宇宙、 もし〈は無限大と無限付 句rF.
A. Pou ch et  (London :Black ie， 190ヨ)ο2.5*15.5*4.94cm) 
これら6冊について少し詳しくみたい。 まず最初の2冊は、 太陽の科学に関するものであり、 ハーンが多
くの作品中で 「スベクトルjについて書いているが、 これら が影響している可能性がある。
(11幻J rThe sunJ ( 太陽)
著者の ヤングC.A. Young (1834-1908 )は、 太陽の分先学的研
究から 太陽コロナ中にイオン仏された鉄のスべクトルを発見した
り、 太陽の彩層の構造を詳し〈研究した天文学者であるが、 この
「百lesunJは彼の最も著名な著書である。内容的には 太陽のあら 【太陽スヘ.外b】
ゆる側面、 研究方法、 スべクトル、 黒点、 彩層や プロミネンス、 コロナ等々、 当時の 太陽研究の最先
端を網羅している。
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[ l192J fAstronomyJ (天文学)
著者の ロッキャー1. Norman Lockyer ( 1 836-1920)は、 ヤングと同様太陽研究の専門家であり、 特に
当時矢口られていなかった永矢口元素のスべクトル線 を発見し、 ヘリウムと名付けた。 また、 学術雑誌
IN拍.rreJを創刊したことでも矢口られてL、る。 このIA甜'OnomyJは7章からなり}I頂に、地球とその運
動、 月とその運動、 太揚系、 太陽・最も近い恒星(写真左:黒点)、f亘星、 天体の位置の決定法、 天体
の失見則的な運動、 となっている。 このように、 この著書も当時の天文学の最先端を網羅している。
この図書で注目されるのは、第5章恒星百leS回3、第3 節星座 百le∞nste11ations の119pには、黄道
12宮の覚え方が書いてあり、 そこに片仮名・英語・線 画の書込み(写真右)がある!ことである。 詳の
ために記入したのか、 さらに調査する必要がある。
【太陽黒点】 【書込みがある黄道12宮の覚え方】
次の2冊は、パーシパル・ローエルPerciva1 Lowell の著作 である。ハーンは、ローエルの[970J I百leSoul 
ofthe Far EastJ (極泉の魂) ，こ大きな影響を受け、 それが末日する要因の一端となったといわれる。 ローエ
ルについては、『へるん倶楽部 2号』に小論 を書いたので参考にして欲しい。 ローエルは日本 を去った後、
天文学に没頭してハーンとの直接の交流
は無くなったが、 ハーンはローエルの天
文学に関する2冊を蔵書としている。
*他に、(969J IC恥ultJ叩anJ (オカ
ルト・ジャパン)もあり、「極東の
魂Jと併せ、ハーンはローエルの 【左:p.ローエル、 左: r太陽悉Jとf火星J】
著作 を4冊蔵書としている。
[ 1194J IMarsJ (火星)
このlMarsJ は1895 年の初版であるが、蔵書は1896 年の第2版であ る。
ローエルは火星研究に勢力を注ぎ、火星には運河があると主張し、そ の正確
な地図なども示してL、る。伎の主張は結果として誤りであったが、冥王星の予
言など天文学の発展に寄与した功績は大きい。 この著作は6 章からなり}I頂に、
概論、 大気、 水、 運河、 オアシス、生長命となっている。
AA qu 
【火星のスケッチ】
(1195 ) f So1ar明細: s ixl 制服s J ( 太陽桑:6 つの講義)
先にも述べたがこの著書はエ学に分類されるものではなく、 れつLきとし
た天文学の専門書である。fMarsJ と同様6 章からなりJI頂に、 我々の太陽
系、 水星、火星、土星、木星、宇宙進イモ革命となっている。 特に最終章には、
カントの星雲仮説、ファイの星雲仮説、太陽系の将求について書いており、
ハーン0哩解していた宇宙進化論の内容に令致する。 ただし、 この本の出
版年は1903 年であり、 ハーンのjえする前年であるためか全〈汚れがなし
読んだ気ßi己がない。
【土星のスケッチ】
最後に挙げる 2冊の蔵書は440 As位。nomy(天文学書)に分類するのは通当でないかもしれない。天文
学的な宇宙も令めてはいるが、広い意味での宇宙、森羅万象について記載しているので、4∞N蜘ョl
Scien切科学概論に分類するなど、 いずれ訂正すべきであろう。
(1143 ) f'百le fi，制le of血.eunivl釘田…J (宇宙の謎)
著書のへッケルErnst面白:kel(1834-1919)は、 ドイツ生 まれの動物学者であり、 ダーウィンの進イ出命
を信奉し、 一元論的世界観を提唱したことで知られる。 ハーンの蔵書中にはへッケルの生物学の著作
が他に何冊かあり、 ハーンは ヘッケルの思想に関心もしくは共感していたものと思われる。 この 「宇
宙の詫J は、 生物や人間の発生、 進北から始 まって、 魂・意識についても触れ、 さらには一元論的な
宇宙起原論、 科学と宗教などに触れている。
* ヘノレン文庫中のヘッケルの他の著作には、 1139・1140 fThe evolution of manJ (人類の進的
1141-42 r回蜘Ityofα捌onJ (創造の歴史)がある。 次回取り上げたい。
(1201 ) fThe unive間J (宇宙もし〈は無限大と無恥jウ
プーシェPouchet(180仏1872)は、フランスの博物学者であるが、生物の無生物からの自発的発生論の
提唱であり、パスツールの脹発生論に反対した前近代的な生物学者であった。この「百e UniverseJは、
第1縞から順に、 動物界、 植物界、地質学、 恒星宇宙となっている。特に、 美い、図版が多い。 これ
も次回に触れたL、。
5 おわりに
以上 ヘルン丈阜の自然科学書の内、 数学、物理学、 天文学の蔵書について紹介したが、l冊1冊の内容に
まで踏み込むことが出求ず、極めて表面的なものとなった。さらに詳しL、調査研究1;:必要であると考えてい
る。 特に、 ハーンの作品との関連などについては殆ど考察していない。今後、 生物学を中心とした他の蔵書
にも調査を進めるとともに、さらには自然科学の蔵書をハーンがどのように作品に生かしたのか、 また、 ど
のような意図でこのような図書を購入したのか、ハーンの思想形成にどのように生かされていったのか、調
査を進めたL、。
ただ、表層的な調査ではあったが、 ハーンが自然科学の中でも興味を持った尤学、色彩学、宇宙の進仏、
スべクトル等が、物理学、天文学の蔵書としてあること。 数多くの科学者がいる中で、その図書を購入した
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のは、 ハーンがその科学理論に共鳴したり交流のあったC フラマリオン、P ローエル、E. ヘッケルなど
が多〈含 まれることが明らかになった。これは生物学の蔵書にもいっそう明確に見られることであろうと予
想されるが、 その調査も今後進める必要がある。
さらには所々に残されている 「書込みjにも興味が尽きない。算数の演習帳や星座の覚え方に残された書
込みは、一雄など子どもたちのためなのか、想像するだけでも楽しかったが、これについてもさらなる研究
が必要であると考えている。
通に一度 ヘルン文庫を訪れ、その蔵書を紐 解くことは、私にとっては至福の時間であった。 なぜなら、こ
れらの蔵書は一冊一冊が私にとって興味のあるものばかりであり、 ハーンの蔵書ということから離れても、
19 世紀から20 世紀にかけての科学の4む兄を知る貴重な図書として胸が躍るものであったからである。 ヘル
ン文庫はまさにその意味でも宝の山である。
最後に、この間何 かとお世話になった、中央図書館来林裕子主幹、 フランス語図書についてア ドバイスを
戴いた人文学部中島淑恵准教授に、 心から感謝申し上げます。
{参考図書等}
・この小論 を執筆するにあたって基礎としたのは、
「富山大学附属図書館蔵 ヘルン(小泉八雲)文庫目録改訂版稿')J 富山大学附属図書l朔である。
なお、 ヘルン文庫の蔵書内容については、 下記の2冊に詳しく紹介してある。
「小泉八雲の横顔、j 高田力北星堂 昭和9 年
「縛け!大学の顔」竹若重勝2008
-書込み調査は、「第一 次 ヘルン丈庫書込み調査j高成玲子 2007年6 月CD 版を参考にした。
・ハーンの作品にみられる科学的事項 (宇宙観、自然観jについては、筆者のf ハーンの宇宙観・自然観を
巡ってJ (へるん供約F第3号:2∞5)、 ローエルについては「刊OTO�との出会いJ (へるん倶楽部
第2号:2∞4)を参考にして欲い、。
-蔵書の著者の詳細については、
「世界大百科事典」平凡社2009 年版
「西洋人名辞典増補版j 岩波書底 1981 
fEncycl oI凶泊Am出品naJ 19 64 年版
f American n ationa1 b io伊.phYJ 0幼ifdU凶versi ty Press 1卯9 等に依った。
→F、 フリー百科事典wi垣間五a岡本版・英語版も参考にした。
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